
      家庭学習の手引き（高学年）   鬼北町立泉小学校 

                              
 

 

 

１ 学習を始める前に 

 ○ 手洗い・うがい、トイレをすませる。 

 ○ 学校からの手紙を、家の人にわたす。 

 ○ テレビや音楽を消し、静かな環境をつくる。 

 ○ 鉛筆をけずる。 

 ○ 正しい姿勢で、机に向かう。 
 

２ 宿題 

 ○ 計画帳を見て、宿題を確かめる。 

 ○ 下じきをしき、鉛筆を正しく持ち、ていねいに書く。 
  

３ 読書や自主学習（予習・復習）をする。 

（１）国語の例  

・新出、読み変えの漢字、誤りやすい漢字を振り返りテストで確認し、まちがえた漢字は 

正しく書けるまで練習する。 

  ・難しい言葉の意味がはっきり分かるように、辞書で調べておく。 

  ・音読をする。 

（２）算数の例 

  ・教科書を読み、算数用語が理解できているかどうかを確かめる。 

・学校で学習したところに関係のある練習問題を、ドリルなどを使ってやる。  

（３）社会の例 

  ・教科書やノートを読み返し、分かっているかどうか確かめる。 

  ・４７都道府県、世界の主要な国と首都を覚える。 

（４）理科の例 

  ・教科書やノートを読み返し、分かっているかどうか確かめる。 

  ・教科書の単元末のまとめを利用して、学習の整理をする。 
  

４ 次の日の準備（必ず、寝る前までにする。） 

 ○ 時間割の順番に、学習用具を用意する。 

 ○ 鉛筆をけずる。ふでばこの中をたしかめる。 

○ ハンカチ・ティッシュペーパーを用意する。 

○ 家庭学習チェックカードを記入する。【毎月、強化週間に実施】 

  （家の人に見てもらう。） 

  ※ 毎月第３週か第４週のどちらかを家庭学習強化週間に設定し、 

１週間、ふりかえりをします。 

 

☆ 明日の準備が終わったことを、家の人に伝える。 
 

５ テレビ・ゲーム・インターネットをするときは、時間を守り 

（平日（   ）分以内、休日（   ）分以内）、家庭学習が終わってからにしよう。 

毎日 ６０分以上、 家庭学習をしよう 


